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　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開議
○議長　　おはようございます。定刻でございます。

　　全議員の出席を見ております。

　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）
　　　　　　　　　　◎議案第60号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第１、議案第60号、専決処分承認を求めるについて（令和５年度三島町一般会計補正予算）を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。
　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　歳出のほうで、ふるさと荘の入湯料54万円という金額が上がっているわけですが、これ専決を行ってから大分日数がたっているわけですよね。なにか、専決したときにはなるべく早く修理をするという話しだったのですけれども、資材が入らなくて大分遅くなっているんですけれども、金額はこれで十分に間に合うことになっているわけですか。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　確かに、議員おっしゃるとおり、工事の内容につきましては、11月１日から契約をこう交わしているんですけれども、部品等の納品がちょっと遅れているっていうことで、三日、四日前から工事は今スタートしているんですが、まず工期は、今月の28日までには完全に終了するっていうことと、あとは、金額の増減については今のところ大丈夫だということになっております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第60号、専決処分承認を求めるについて（令和５年度三島町一般会計補正予算）を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第60号は、原案のとおり承認されました。
　　　　　　　　　　◎議案第61号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第２、議案第61号、三島町簡易水道事業の設置等に関する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。
　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　公営企業法という法律に基づいて公営企業に移行するわけですけれども、ちょっとお聞きしたいのは、これ説明して、国とかそういうところへの報告義務というのは生じてくるわけですか。まず１点、その１点をちょっとお伺いします。

○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　いわゆる報告義務というものは特にないということでございますが、先ほど申しましたように、まず住民に対していわゆる水道事業、この後説明します下水道事業についての状況は皆さんに明らかにして、それに基づいて、いわゆる町が様々な、いわゆるこの簡易水道事業の収入だけでは賄い切れないということもありますので、そういった場合、町から幾らもらうとか、もらっています、いわゆる国、今言っています繰入金とか、そういったものも名前変わります。補助とありますが、そういったことを明らかにして、皆さんに知っていただくということが必要となります。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　一応、国への報告義務っていうか、そういうのもなければあれなんですけれども、ここに言っている経営状況の的確な把握といいましても、間違いなくこれは赤字になるような経営になるわけですから、そういった形になった上で国へ、そういう報告義務が生じたら、何とか改善しろとかなんとかっていう指導が入らないのかっていう心配があったわけですけれども、その報告がないということね。そういった報告。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　そのような報告はございません。
　　ただ、いろいろと借入れ等、そういったところに影響してくる可能性はありますが、やはりそういったところは一般会計のほうからいわゆる補助という形を受けて、赤字ということです。

　　この形になりまして、ほかの町村もいろいろ話し聞きましたが、黒字経営は基本的に難しいということは聞いております。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　それと、あと今事業を行っている、水道工事の事業を行っているやつで、繰越事業があるわけですけれども、そういったやつは来年６月、５月、４月以降かな、行うようになった場合に、その公営企業の事業となるのか、繰越は町の事業としての繰越なんで繰越事業になるのか、その辺のところもちょっとお伺いしたいと思います。

○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　今行っている事業につきましては、まず全て一旦３月31日で、特別会計というものが打ち切られます。打切決算という形でありまして、最終的には５月末までに、今までも同じような出納整理期間という形で整理しましてございます。そして、事業につきましてもそれと同じように、繰越したものは、今度は公営企業の事業として引き続き行われるということですので、いわゆる会計上の仕組みが変わるだけで、従来の工事等、そういったものにつきましては引き続き行われるということになります。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　もう一点なんですけれども、先ほど町民の皆さんに報告をするっていうことをおっしゃっていましたけれども、どのような方法で報告をするのか、ちょっとその点伺います。

○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　町で、今頃になりますと、職員の例えば給与の状況とか、あと９月ですと決算の状況とか、広報紙で掲載しておりますが、公営企業につきましてもそのような形で、そしてなかなか、今度はいわゆる複式簿記のああいう形になりますので、分かりにくい面もあるかと思いますが、できる限り分かりやすく、ちょっと近隣の先に進んでおります町村等を参考にしながら、そういったものを町民の皆様にお示しできればというふうに考えてございます。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第61号、三島町簡易水道事業の設置等に関する条例を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第61号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第62号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第３、議案第62号、三島町下水道事業の設置等に関する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。
　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　産業建設課長、ページ数は合っていますか。
○産業建設課長　　すみません、私の資料がずれておりましたので、皆様の資料が正解です。失礼しました。
○議長　　説明が終わりました。質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第62号、三島町下水道事業の設置等に関する条例を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第62号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第63号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第４、議案第63号、三島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。
　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第63号、三島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第63号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第64号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第５、議案第64号、令和５年度三島町一般会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。
　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。

○３番　　１点だけちょっと聞きたいことがあるんですけれども、７ページの電算管理費で、備品購入で、庁内用パソコン68万8,000円ですか、これリモート会議専用のパソコンというふうに考えてよろしいわけですか。

　　それともう一つ、役場ではリースと買上げというのがあるんですけれども、その違いというのは何なんですか。リースでやる、こういったやつもリースではあるのかとは思うんですけれども、買上げっていう項目もあるんですよね。その違いっていうか、どうしてそういうふうな分け方をしてやっているのか、その辺のところを教えてください。

○議長　　総務課長。
○総務課長　　まず最初に、今回５台でございますが、リモート用ということもございますし、今現在使用しているパソコンの不具合ということの代替ということで、５台分でございます。
　　そしてそのリースと買上げと２系統あるのはということで、基本的にリースをしておりますのはＰＫＣといういわゆる電算システム、個人の、通常業務ですからパソコンじゃなくて電算システムが構築されている専用のパソコン、そちらについてはほぼリースという形でございます。そのほか期限の定めのある、いわゆる地域おこし協力隊ですとか、そういった方が使うパソコンについては、これまでリース等で期間を決めて使用していたというようなことで、一般の職員が使うものについては随時更新等のために借り上げというもので対応しているところでございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第64号、令和５年度三島町一般会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第64号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第65号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第６、議案第65号、令和５年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。
　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第65号、令和５年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第65号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第66号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第７、議案第66号、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。
　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第66号、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第66号は、原案のとおり可決されました。

　　お諮りいたします。休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　11時５分まで休憩といたします。（午前１０時５３分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時０５分）

○議長　　ここで追加議案の提出があります。
　　提案理由の説明を求めます。町長。
○町長　　追加議案について、提案理由のご説明を申し上げます。
　　議案第67号は、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例で、福島県人事委員会勧告に倣い、全ての号給の給料月額を引上げ、一般職員においては、期末勤勉手当の年間支給割合をそれぞれ0.05月引上げ、現行の4.35月から4.45月と別とするものです。定年前再任用短時間勤務職員及び会計年度任用職員については、期末手当の年間支給割合を0.025月引上げ、現行の1.35月から1.375月とし、勤務勤勉手当については、定年前再任用短時間勤務職員の年間支給割合を0.025月引上げ、現行の0.95月から0.975月に引上げるものであります。加えて、会計年度任用職員についても、令和６年度から勤勉手当支給の対象とする改正をするものであります。
　　議案第68号は、三島町会計年度任用職員の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例で、令和６年度から支給する給与に勤勉手当を加える、所要の改正であります。
　　議案第69号は、令和５年度三島町一般会計補正予算で、歳入歳出3,070万円を増額し、歳入歳出それぞれ32億2,400万円とするものであります。補正予算の主な内容は、歳入では、地方交付税の再算定による増額分を計上しました。歳出では、給与改定に伴い、一般職員及び会計年度任用職員の人件費について増額分を計上し、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金2,652万円の交付による低所得世帯で７万円を支給する事業及び65歳以上の高齢者へ１人１万円を給付し、18歳以下の子育て世帯に、子供１人につき３万円を給付する事業を計上するものであります。
　　議案第70号は、令和５年度三島町国民健康保険特別会計補正予算で、歳入歳出118万6,000円を増額し、歳入歳出それぞれ１億8,820万8,000円とするものです。補正予算の主な内容は、職員の給与改定に伴う増額分及び妊産婦の産前産後に係る国民健康保険税の減免措置に伴うシステム改修費で、県補助金を計上し支出するものであります。
　　議案第71号は令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算、議案第72号は令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算及び議案第73号、令和５年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算につきましては、いずれも給与改定による人件費の増額分を計上したものであります。
　　以上、何とぞよろしくご審議を賜りますようお願い申し上げ、追加議案の提案理由の説明といたします。

　　　　　　　　　　◎議案第67号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第８、議案第67号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。
　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　この条例に対する反対意見とかそういうものではございませんが、毎年毎年職員の給与条例の一部を改正する条例ということで、多少なり、少しずつ給与は上がっております。
　　そういった中で、この条例から話しはずれるかもしれませんが、私が昨日一般質問した中身の話しになりますが、皆様は給与が上がりますが、これに関係する、行政に関わる職務に携わっている人たちの給与は全く動いておりません。そういったところも今後上がるように考えていただきたいと思います。返答は要りません。
　　以上です。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第67号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第67号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第68号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第９、議案第68号、三島町会計年度任用職員の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。
　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　少し、ちょっとお尋ねします。

　　会計年度任用職員のこの給与及びこの条例の一部を改正するということで、会計年度の職員の給与がこういった形で上がるのは初めてでしたっけ。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　会計年度任用職員につきましても、職員の給料表を参考として支給してございますので、これまでも職員の給与を改正する条例によりまして、職員の支給の月額例が上がれば時間給が上がってくるということで、これまでもそれに合わせて時間給等は増額になっているというところでございます。
　　今回は、ここで合わせているように勤勉手当、ここで言う勤勉手当を令和６年度から支給できることになったということで、これを追加するという内容でございます。

○議長　　ほかに質疑、五十嵐健二君。

○３番　　ちょっとよろしいですか。
　　前、会計年度任用職員を採用する際に、一応前の臨時職員ですか。あの給料をベースとして、毎月の給料は低いけれども、期末手当を出してそれに合わせるというような形で進めてきたと思うんですけれども、これ勤勉手当、働いている限り、そういう手当つけるのが悪いとは言わないんですけれども、今度、勤勉手当も年数によっては変わってくるわけですよね。それは変わらないわけです。町の負担がどんどんどんどん、その人件費が多くなってくるっていうところに問題はないのかというふうに思うんですけれども。

○議長　　総務課長。
○総務課長　　いわゆる勤勉手当につきましては、地方自治法の改正によりまして、いわゆる一般的には非正規職員と正規職員との給料格差の是正ということがあります。そういったことを含めまして、国の人事院勧告並びに県の人事委員会におきましても、非正規といわれるいわゆる会計年度任用職員についても、給料の引上げというところが、こういった手当等についても拡充されているということであると思います。
　　いわゆる人件費の抑制というものは、雇用する側にとっては非常に大切なことかと思いますけれども、やはりきちんとした人件費を手当てすることによって、職員の確保なり、業務で働く職員のやる気ということにつながっていくものと考えておりますので、いわゆる我が町だけが特別ではなく、他市町村並びに一般的なところで同様に手当てをしているというところでございますので、ご理解賜りたいと思います。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　理解せざるを得ないとは思うんですけれども、ただ町の予算状況を見て考えますと、やはりその人件費の高騰ってなってきますと、いろいろなところに影響が出てくるのかというふうには思うわけです。
　　ただ、これもそういった周りのいろいろな影響からこういうふうな形に出てくるというのは、これ働いている人にとってはまさしくいいことだと思うんですけれども、町の予算状況から考えて、今後こういうふうな形で増えてくるのが問題にならないのかっていうふうな形で私は聞いているのですけれども。予算的には、これ問題にはなってこないんですか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　いわゆる義務的経費と呼ばれるものでございますので、まず初めに確保しなければならないというものになっていると思います。町の全体の予算上、職員の人件費等を切り詰めてということになりますれば、やはり職員が町のために一所懸命働くという部分では、意欲の低下につながったり、新たな、優秀な職員の確保というものを考えますと、やはりそこは他市町村と同様の手当というのが必要かというふうに感じておりますので、予算を確保する上において、まず最初に確保しなければいけませんけれども、町の財政破綻を招くような状況ではないということでございます。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そうすると、これからもこういった、この勤勉手当というのが出てきたわけですけれども、今後その国とか県の方針によって、また新たな手当というのが出てきた場合には、町としては、予算上の問題はもう出てはこないっていうふうにこちらで理解してよろしいんでしょうか。

○議長　　総務課長。
○総務課長　　財政危機と言われた平成18年、19年当時、職員の給与を減額して、町民の負担もお願いしたということもございますので、そういった状況に陥らないように、財政の見通しを立てながら、きちんと確保してまいりたいというふうに考えております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第68号、三島町会計年度任用職員の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第68号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第69号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第10、議案第69号、令和５年度三島町一般会計補正予算を議題といたします。
　　説明を求めます。総務課長。
　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　歳出の物価高騰対応重点支援ということで、今年度内にこの事業をやらなくちゃいけないということで、大変な、職員の皆様にご苦労があったのかと思います。
　　そういった中で、説明を聞いた中で、65歳以上また18歳以下の子供を持つ家庭ということで、支給をされるという話しを聞きましたが、この65歳以上、18歳の子供を持つ家庭、そういうふうにした理由っていうのは何でしょうか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　いわゆる物価高騰による影響が大きい方ということを念頭に置きまして、一つには65歳以上のいわゆる年金受給者ということで区分させていただいたところです。

　　それから、国の推奨メニューの中に、やはりその子育て世帯への物価高騰に対する影響に関する助成ということが盛り込まれておりましたので、そちらも該当させていただきまして、18歳以下の子育て世帯ということで対応させていただいたところでございます。
○議長　　大竹克昌君。

○８番　　年金受給者、65歳以上、そういったところで、お話しは分かります。でも、ちょっと下の60歳、50代後半の方も欲しい、そういう話しも出てくるとは思いますので、今後こういうものがあれば考えてもらいたいと思いますが。

　　ただ、18歳以下の子供を持つ家庭といったところで、確かに大変なのかもしれませんが、今のこの時代、18歳、高校を卒業して大学、専門学校に行かれている家庭もかなりあると今現在思われます。多分相当苦労なされて、行く大学によっても金額が変わりますので、そういったところでの苦労もあると思うんですが、そういったところはお考えにならなかったでしょうか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　今ほどの18歳未満についての基準について、協議の中では確かに大学生ですとか専門学生にいらっしゃっているお子さんに対する費用というのも検討はさせていただいたんですが、まずこの事業を年内、年度内中に精査しなければいけないということもありまして、やはり大学生、専門学生については、調査しなければいけないというところがあって時間がかかるというのが一つと、あと18歳以上については、働いている方もいるし、学生している方もいるっていう、その差別化というのもちょっとありましたので、その辺についてはもう少し慎重な形をとったほうがいいということで、今回は18歳未満ということで設定させていただきました。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第69号、令和５年度三島町一般会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第69号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第70号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第11、議案第70号、令和５年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。
　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第70号、令和５年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第70号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第71号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第12、議案第71号、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。
　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第71号、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第71号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第72号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第13、議案第72号、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第72号、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第72号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第73号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第14、議案第73号、令和５年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第73号、令和５年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第73号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第70号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第15、議員提出議案第３号、すべての医療・介護従事者の処遇改善と人員増を求める意見書の提出についてを議題といたします。

　　説明を求めます。事務局長。

　　　　　　　　　　（事務局長、議案書により説明）

○議長　　提案者より説明を求めます。７番、菅家三吉君。

○７番　　７番、菅家三吉です。

　　すべての医療・介護従事者の処遇改善と人員増を求める意見書の提出について。

　　ただいま議会事務局長から説明のあったとおりでございます。

　　政府は、看護師や介護職員などのケア労働者の処遇改善と人員増に向けて、診療報酬や介護報酬の改定を行っておりますが、まだまだ不十分な状況であり、全国各地で人員不足が問題化されております。

　　また、昨今頻繁に発生している自然災害時の対応や新たな感染症に備えるためにも、平常時から必要な人員体制の確保が不可欠でございます。
　　国民の命と健康を守るため、医療・介護従事者の処遇の改善と人員の確保を求めるとともに、安全安心の医療・介護体制を築くことを望みます。議員各位のご賛同をお願いいたします。

○議長　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議員提出議案第３号、すべての医療・介護従事者の処遇改善と人員増を求める意見書の提出についてを採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議員提出議案第３号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎継続審査の申し出について
○議長　　日程第16、継続審査の申し出についてを議題といたします。

　　説明を求めます。事務局長。
　　　　　　　　　　（事務局長朗読）

○議長　　お諮りいたします。
　　ただいま継続審査の申出のとおり、継続審査とすることにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。

　　以上をもちまして、本会議に付議されました案件の審議は全部終了いたしました。

　　　　　　　　　　◎閉会

○議長　　よって、令和５年第４回三島町議会定例会を閉会いたします。
　　ご苦労さまでした。

（午後０時０９分）

　　会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。

　　三島町議会議長
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